
沖縄水産高等学校 専攻科 無線通信科は、 

全国でも数少ない無線従事者養成校です。 

大学・専門学校でも取得することの難しい 

 無線従事者免許を 

   安い学費で取得できる公立学校です。 
 

 

めざせ無線従事者 
君も資格取得にチャレンジしよう 
資格を取得すれば、就職にも有利です。 

取得をめざす主な資格 
 

●第一級・第二級陸上無線技術士 
●第一級・第二級総合無線通信士 
●第一級・第二級海上無線通信士 
●航空無線通信士  

資格を取ると          
就職に強い！！ 

  平成２２年～２５年までの 修了者の主な就職先 
 
● 海上保安庁  ● 国土交通省 （管技官、運情官）  ● ㈱NHKアイテック 
● KDDIエンジニリング㈱   ● 中部国際空港情報通信㈱   ● 海岸局 
● 空港情報通信㈱   ● （株）宇宙技術   ● 大洋エーアンドエフ㈱   

おもな就職先 

   ・国家公務員(航空局・海上保安庁・他) 
 ・放送局関連企業 
 ・携帯電話関連企業 
 ・無線機器取り扱い民間企業 
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沖縄水産高等学校 専攻科 無線通信科 
概要 

沖縄水産高等学校専攻科無線通信科は、昭和48年2月に設置された九州でも数少ない無線従事者養成
校である。 

大学・専門学校でもなかなか取得することの難しい無線従事者免許を安い学費で取得できる学校であ
る。資格を取得すれば、就職にも有利である。 

（１）目標  

 通信専攻科は電気通信全般に関する専門的な知識を習得させ、主として海上及び陸上における無線 

 通信業務並びに電子機器等の保守管理業務に従事する技術者を養成する。  

  

（２）定員および修業年限  定員：15名      修業年限：2年間 

 

（３）取得をめざす免許 

・第一級陸上無線技術士  ・第二級陸上無線技術士 

・第一級総合無線通信士  ・第二級総合無線通信士 

・第一級海上無線通信士  ・第二級海上無線通信士   ・航空無線通信士 

 

（４）過去の主な就職先 

・国土交通省（航空管制技術官、航空管制運航情報官） ・海上保安庁 ・沖縄総合通信事務所 

・沖縄県庁 ・宇宙航空研究開発機構 ・気象庁 ・高校の教員（工業）・放送局 

・その他、無線機器取り扱い民間企業 

 

（５）特色 

・無線従事者として必要な知識・理論を学べる 

・総務大臣の認定校である 

   （無線従事者国家試験「第二級・第三級総合無線通信士」の一部免除認定校） 

・長期型養成課程認定校として総務大臣（総合通信局長）の認定を受けている 
（本科で開設される授業科目を履修して修了すると、第一級陸上特殊無線技士の資格免許を受けることができる） 

 

（６）メリット 

・少人数で無線従事者国家試験を取得するのに適した学習環境・設備がある 

・学費が安い（沖縄県立高等学校並み） 

・県内外の普通高校卒業生でも入学可能 

・本専攻科で開設される授業科目を履修して修了すると、第一級陸上特殊無線技士の免許を取得可能 

・本専攻科で開設される授業科目を履修して修了すると、第二級総合無線通信士の科目 

 「無線工学の基礎」、「英語」の免除がある 

・本専攻科で開設される授業科目を履修して修了すると、第三級総合無線通信士の科目 

 「無線工学の基礎」、「英語」、「電気通信術」の免除がある 

 

（７）カリキュラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）近年の入学志願状況 

 

 

 

 

 

 

一般教養科目 一般英語、業務用英語、数学、物理 

基礎科目 電気磁気学、電気回路、電子管、半導体工学、電子回路、電磁気測定 

専門科目 
国内法規、国際法規、地理、無線機器、空中線・電波伝搬、無線測定 

電気通信術、基礎演習、工学演習、総合実習 

年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

志願者 13 34 21 27 20 30 

入学者 9 15 11 15 15 15 

（９）近年の就職内定企業・業種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）現年度の状況（平成26年9月時点） 

（11）求人状況 

・国土交通省航空管制技術官の採用募集（３月、第二級陸上無線技術士以上） 

・国土交通省航空管制運航情報官の採用募集（４月、第二級総合無線通信士以上） 

・KDDIエンジニアリング(株)（４月、第二級陸上無線技術士以上） 

・(株)NHKアイテック（４月、第二級陸上無線技術士以上） 

・海上保安庁 有資格者 無線従事者（通信･技術）募集 

 （７月・１１月、第二級陸上無線技術士以上かつ第二級海上無線通信士以上 

         または第二級総合無線通信士以上） 

・警察庁技術系Ⅱ種職員（６月、第一級陸上無線技術士以上） 

・水産庁船舶職員（７月、第二級総合無線通信士以上） 

・(株)宇宙技術開発（４月・８月、第二級陸上無線技術士以上） 

・中部国際空港 情報通(株)（４月、第二級陸上無線技術士以上） 

・空港情報通信(株)（４月、第二級陸上無線技術士以上） 

無線従事者国家試験 合格者の声（平成２６年在籍） ： 
 
無線通信科2年   加島 泰斗（第二級陸上無線技術士 ＫＤＤＩエンジニアリング株式会社内定）                                       

・私は高校入学から専攻科無線通信科へ進学を希望していました。専攻科に入学してからは陸上無線
技術士の資格を取得するために、毎日放課後残って勉強し、クラスメイトと切磋琢磨して第二級陸上無
線技術士を取得しました。また、周りやクラスメイト、先生方のサポートのお蔭で企業から内定を頂くこ
とができました。これからも自分の能力を高め企業でも活躍できるように頑張ります。 
 

無線通信科2年  岸本 光良（第二級陸上無線技術士  光通信工業株式会社内定） 

・私は高校入学当初から専攻科無線通信科に進学したいと考えており日々資格取得に励んできました。
しかし高校在学中は第一級陸上特殊無線技士までしか取得することができませんでしたが、専攻科に
進学してからは第二級陸上無線技術士を１年間で取得することができました。現在は内定を頂いた企
業が必要とする資格を取得し貢献できるように頑張っています。 
 

無線通信科2年  島袋 瑞規 （第二級陸上無線技術士 宇宙技術株式会社内定） 

・私は、両親に勧められて沖縄水産高校専攻科無線通信科に入学しました。私のクラスメートは皆個
性が非常に強く、得意分野もそれぞれ異なるので共に教え合う形で資格取得することができました。現
在は内定を頂いた企業で必要な専門知識を学んでいます。企業が求める人材になり貢献できるよう頑
張ります。 
 

無線通信科2年  神谷 光平 （第二級陸上無線技術士 ＫＤＤＩエンジニアリング株式会社内定） 

・私は高校入学当初から専攻科無線通信科に進学を考えていましたその為高校在学中から無線従事
者の資格取得を目指して勉強してきました。専攻科へ入学して１年間で第二級陸上無線技術士を取得
して企業から内定を頂くことができました。現状に満足せず第一級陸上無線技術士を目指して頑張り
ます。 
 

平成22年度  国土交通省航空局 海上保安庁   ㈱KDDIﾃｸﾆｶﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ 

平成23年度 
 国土交通省航空局 海上保安庁 ㈱NHKアイテック 

 KDDIエンジニアリング㈱ 中部国際空港情報通信㈱ 

平成24年度  空港情報通信㈱ 海上保安庁 KDDIエンジニアリング㈱ 

平成25年度 

 国土交通省航空局 海上保安庁 KDDIエンジニアリング㈱ 

 ㈱NHKアイテック   中部国際空港情報通信 

 ㈱ソシオ  大洋エーアンドエフ㈱ 

平成26年度 

 国土交通省航空局 KDDIエンジニアリング㈱ 

 ㈱NHKアイテック  ㈱宇宙技術 

 ㈱ソシオ  光通信工業株式会社 


